
My Favorite Book の場合

『すいかの匂い』 江国香織/著

誰にもいえない、とてもどきどきしたから。

あの夏の記憶だけ、いつまでもおなじあかるさで
そこにある。
つい今しがたのことみたいに――
バニラアイスの木べらの味、ビニールプールのへり
の感触、おはじきのたてる音、そしてすいかの匂い。
無防備に出遭ってしまい、心に織り込まれてしまっ
た事ども。おかげで困惑と痛みと自分の無邪気を
知り、私ひとりで、これは秘密、と想い決めた。
11人の少女の、かけがえのない夏の記憶の物語。

江国香織の短編集。
毎年、夏に手にとってしまいます。
夕方、電気を消して窓を開けた
部屋で夏の空気を感じながら
読むのが好きです。
子供のときに敏感に感じていた
感覚がふっとよみがえってくる
ようなそんな本です。

紹介者

休日に映画を流しながら
部屋掃除をするのが好き。
筋肉質の人が好き。
女性作家の本が好き。
虫とイクラは嫌い。

紹介者

お嬢さん、よかったら俺を拾ってくれませんか。

咬みません。躾のできたよい子です―。
思わず拾ってしまったイケメンは、家事万能の
スーパー家政夫のうえ、重度の植物オタクだった。
樹という名前しか知らされぬまま、週末ごとに
ご近所で「狩り」する風変わりな同居生活が
始まった。とびきり美味しい(ちょっぴりほろ
苦)“道草”恋愛小説。レシピ付き。

『 植物図鑑 』 有川浩/著

｢図書館革命｣｢阪急電車｣｢県庁おもてなし課｣などで有名な有川浩ですが、わ
たしは最初にこの本を読み、一気にとりこになりました。まだ読んだことの
ない方、ぜひ読んでみてください。思わず野草を摘んで料りたくなります。
カスヤナガトのイラストもとってもかわいい！

本が好きです。でもいまどきの電子書籍はパス。
ページを手でめくらないと読んだ気がしません。

工学部開架 文庫 913.6/A71

一斉返却日は9月18日です。
よろしくお願いします。

おしらせ
工学部開架 文庫 913.6/E44
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